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坑内の磁場勾配計測 #65 (koji-n)

https://github.com/gw-pem/kagra-pem/issues/65

https://github.com/gw-pem/kagra-pem/issues/65


磁場雑音評価の現状

私が把握できた情報は以下

ビームスプリッターにおける磁場雑音の計算 (下田智文, 
2015年 12月 7日, link)
• 磁場・磁場勾配から変位雑音への計算
• データとしては、2013年10月23日に坑内(のどこ?)で測定された磁場
スペクトルのみを使用。(link)

• 磁場勾配は↑を典型的なスケール(1m)で割った値で代用

真空ダクト・磁束計による磁場散乱の影響 (link)
• 手計算による見積もり

 IXCブース内の磁場測定 (田中宏樹, 先週のCRY meeting, link)
• 2次元平面内、およそ100カ所
• 30Hz と 50Hz のピークが大きい。特にブースの端
• 「ミラーのある場所の磁場は弱いと考えられる」と主張

https://gwdoc.icrr.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/private/DocDB/ShowDocument?docid=4459
https://gwdoc.icrr.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/private/DocDB/ShowDocument?docid=9569
https://gwdoc.icrr.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/private/DocDB/ShowDocument?docid=9569


手持ちの磁束計

 MFS-06
• 6個 (地震研からレンタル,長野君管理)
• サイズ : 1140 mm ×Φ75 mm
• 周波数レンジ : 0.0001 Hz ～ 10 kHz
• センサーノイズ@1Hz : 1.1×10-4 nT/√Hz 

 Mag-13 MCL100
• 5個 (うち2個故障), 横澤さん管理@坑内
• サイズ : 225 mm ×Φ25 mm
• 周波数レンジ : DC～ 3 kHz
• センサーノイズ@1Hz : <6×10-3 nT/√Hz 



有限要素解析ソフトを用いた
環境ノイズの理解 #96

十分そうなスペックをもつ
windows PCが大阪市立大
から送られてくる



Femtet https://www.murata
software.com/

アカデミック版ライセンス料 2万円/年
(対象は、大学・高等専門学校・高等学校)

https://www.muratasoftware.com/


今後の方針
構造物の少ないところ(神岡officeの回路室 or ゲストルーム or 
キッチン / 坑内の物置テント前など?)でMag-13を動かしてみる
• センサー雑音の測定、・磁束計応答（V/T）の較正
• 取得データを出力し、plotしてみる→データ解析環境構築

簡単なジオメトリで磁場勾配測定
• 長野君考案→

 Femtet環境が整い次第、↑の
セットアップにおける磁場計算
• 実測と整合性があるか確認

低温懸架系冷却予定
• 2/11 (X-front, Y-front)
• 2/25 (Y-end)
• 3/25 (X-end)

冷凍機 on/off におけるチェンバー
付近の磁場環境比較



backup



MFS-06
https://geo-
metronix.de/mtxgeo/images/
web/brochures/FlyerMFS-
06e_jap_v35.pdf

https://geo-metronix.de/mtxgeo/images/web/brochures/FlyerMFS-06e_jap_v35.pdf


Mag-13 MCL100
https://www.rockgateco.com/product/mag-13/

https://www.rockgateco.com/product/mag-13/


有限要素法(Finite Element Method)

http://d-engineer.com/cae/fem.html

http://d-engineer.com/cae/fem.html

